
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2003－173171
(P2003－173171A)

(43)公開日 平成15年6月20日(2003.6.20)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �G�0�9�G  3/36    

   �G�0�2�F  1/133   545

   �G�0�9�G  3/20    631

   � � � �           

   � � � �           632

   �G�0�9�G  3/36    

   �G�0�2�F  1/133   545

   �G�0�9�G  3/20    631 B

   � � � �           631 U

   � � � �           632 Z

�2�H�0�9�3

�5�C�0�0�6

�5�C�0�5�8

�5�C�0�8�0

審査請求 未請求 請求項の数 1ＯＬ（全 8 数） 最終頁に続く

(21)出願番号 特願2001－372264(P2001－372264)

(22)出願日 平成13年12月6日(2001.12.6)

(71)出願人 000005821

松下電器産業株式会社

大阪府門真市大字門真1006番地

(72)発明者 岸田 武

大阪府門真市大字門真1006番地  松下電器

産業株式会社内

(74)代理人 100097445

弁理士 岩橋 文雄 (外2名)

最終頁に続く

(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  従来の液晶表示装置では、１ビットモード時
に毎フレーム、画像データを転送する必要があり、それ
により液晶表示装置搭載機器から液晶パネルの制御を分
離することができないため、システム性能が向上しな
い。
【解決手段】  複数フレームの低階調ビットの画像デー
タを格納可能な画像メモリを搭載し、液晶パネル表示時
に画像メモリから低階調ビットの画像データを抽出して
画像表示可能な画像データ抽出回路を搭載した液晶表示
装置とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】走査電極および信号電極がマトリックス状
に形成された液晶表示パネルと、
前記走査電極を駆動する走査電極駆動回路群と、
前記信号電極を駆動する信号電極駆動回路群と、
前記各電極駆動回路群にデータ信号を供給する信号処理
回路とを具備する液晶表示装置であって、
前記信号処理回路が、画像データを取り込む画像データ
取り込み制御回路と、前記画像データ取り込み制御回路
により取り込まれた画像データを保持するＭ×Ｎ画素Ｌ
ビット（Ｍ、Ｎ、Ｌ；正数）で構成される画像データメ
モリと、
前記画像データメモリからＭ×Ｎ画素Ｋビットの画像デ
ータ（１≦Ｋ≦Ｌ）を選択抽出し、Ｍ×Ｎ画素Ｋビット
の画像データとして出力する画像データ抽出回路と、
前記画像データ抽出回路から出力された前記Ｍ×Ｎ画素
Ｋビットの画像データを基に、任意のＬビットからなる
信号電極駆動信号を生成し、前記信号電極駆動回路群に
供給するγテーブルとから構成されることを特徴とする
液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶パネルの駆動回
路および液晶パネルと駆動回路を組み合わせた表示装置
に関する。より詳しくは、低階調のビットで構成される
数フレーム分の画像データを１フレーム周期で取り込
み、残りの数フレーム周期の間は画像メモリに取り込ま
れた画像データを基に独立に動作することが可能となる
液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】図２は従来のデジタル方式の液晶表示装
置を示す模式的なブロック図である。
【０００３】この液晶表示装置は、走査電極および信号
電極がマトリクッス状に形成された液晶パネル１０９
と、液晶パネル１０９の走査電極を駆動する走査電極駆
動回路１０７と、液晶パネル１０９の信号電極を駆動す
る信号電極駆動回路１０８と、各電極駆動回路にデータ
信号を供給する信号処理回路１０１とから構成される。
【０００４】そして、この信号処理回路１０１は、画像
メモリ１０３と、γテーブル１０６と、画像メモリから
の画像データをγテーブル１０６に転送するバス１１７
と、画像データ取り込み制御回路１０２と、画像データ
取り込み制御信号を画像データ取り込み制御回路１０２
に供給する入力制御バス１１１と、画像信号入力バス１
１０と、画像データ取り込み制御回路１０２からの制御
信号を供給する制御バス１１６と、信号電極・走査電極
駆動制御回路１０５とを備えている。
【０００５】また、γテーブル１０６と信号電極駆動回
路１０８は信号バス１１２で接続され、信号電極・走査
電極駆動制御回路１０５と信号電極駆動回路１０８は制
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御バス１１３で接続され、信号電極・走査電極駆動制御
回路１０５と走査電極駆動回路１０７は制御バス１１４
で接続されている。
【０００６】例えば、携帯電話やPDAなど、従来の液晶
パネルにおいては、パネルのカラー化が進み、６万５０
００色、２６万色といった高解像度のものが世に出始め
ている。しかしながら、自然画以外の待ち受けモードな
どでは、低解像度のモードと切替え、液晶パネルへの表
示色数を削減し、低消費電力化を図る試みが行われてい
る。
【０００７】図５は従来の液晶表示装置の入力信号およ
び信号電極駆動回路および走査電極駆動回路へ供給され
る制御信号のタイミングチャート図である。
【０００８】１３１はフレーム周期の入力制御同期信
号、１３２はRGBフォーマット画像データ信号、１３３
は画像データ有効領域指定信号を示している。１３４は
信号電極・走査電極駆動制御回路で使用される液晶パネ
ルへ表示する際のフレーム周期の制御同期信号、１３５
は液晶パネルへ表示する際のγテーブル１１８から信号
駆動回路１０８へ供給される画像信号を示している。
【０００９】画像メモリへの書き込み時の１３６は第一
のフレーム周期、１３７は第二のフレーム周期、１３８
は第三のフレーム周期、１３９は第四のフレーム周期、
１４０は第五のフレーム周期、１４１は第六のフレーム
周期を示している。
【００１０】次に図６は本液晶表示装置に供給される画
像信号多値モード時のフォーマットを示している。
【００１１】本従来例ではRGB各々の６ビット、トータ
ル１８ビットの画像信号を入力信号としている。図６で
はR[5]～R[0]の添え字の数値は入力バスのビット位置を
示しており、１８ビットで１画素の信号を形成してい
る。R0は画素Rの０ビット目の画素信号を示し、R１は画
素Rの１ビット目の画素信号を示している。以下、順
次、RGBの０～５ビット目の画素信号が各々R0～R5、G0
～G5、B0～B5で示されている。本従来例においては５ビ
ット目の画素信号の値を参照し、低解像度の画像表示を
行う１ビットモードとの切り替えを制御信号もしくは信
号処理回路１０１内にモード切替レジスタを設けること
により実現している。
【００１２】このように構成される従来の液晶表示装置
において、画像表示を行う場合の動作をタイミングチャ
ート図５と画像データのフォーマット図６とブロック構
成図２を用いて動作説明を行う。以下、６ビット、１ビ
ットモード間では供給する画像データ以外は同一なの
で、１ビットモードでの動作を説明する。
【００１３】１ビットモード時は図５に示したフォーマ
ット図５でRGB画像データはR[5]、G[5]、B[5]の値のみ
で構成するモードであり、R、G、B各々R[5]、G[5]、B
[5]の設定値が１の場合、液晶パネル１０９を構成する
画素表示素子がONとなり、０の場合、OFFとなり、８色
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表示する１ビットモードとなる。
【００１４】この１ビットモード時には動作としては他
の５ビットのRGBデータは信号駆動回路１０８では無視
される。この処理は画像メモリから出力され、１１７バ
スを通って、γテーブル１０６に供給され、γテーブル
１０６内で行われる。順次、動作説明を行う。
【００１５】まず、１３６で示される第一のフレーム周
期では制御バス１１１を経由して、画像データ取り込み
制御回路１０２に入力制御同期信号１３１と画像データ
有効領域指定信号１３３が入力される。同時に、画像信
号入力バス１１０を経由して、画像メモリ１０３に画像
データ信号１３２が１フレーム分ずつ順次、供給され
る。
【００１６】このとき、画像データ有効領域指定信号１
３３がLow  Levelで示す有効領域データのみを画像メモ
リ１０３に取り込む制御信号が画像データ取り込み制御
回路１０２から画像メモリ１０３に送られる。画像メモ
リ１０３では１画素あたりRGB６ビットずつ、トータル
１８ビットの情報を１画素分ずつ、トータル１フレーム
分順次、書き込みを行う。このとき、１ビットモード時
でも、画像メモリには有効ではないR[4]～R[0]、G[4]～
G[0]、B[4]～B[0]のデータも格納される。
【００１７】次に画像メモリ１０３に格納された１フレ
ーム分の画像データは入力制御同期信号１３１を基に信
号電極・走査電極駆動回路１０５にて生成された内部制
御同期信号１３３を基に信号電極駆動回路１０８へ信号
バス１１２を経由して供給するデータ信号をγテーブル
１０６から出力する制御信号を出力し、第２フレームの
データが画像メモリ１０３にバス１１０を経由して供給
されはじめるまでに１画素分のデータずつ信号電極駆動
回路１０８へ供給する。
【００１８】ここで、γテーブル１０６では図８に示す
ように入力RGB各々６ビットのデータに対して、出力画
像データ値を規定している。本従来例では１ビットモー
ドでの動作を説明するが、多値モードでは図８に示すよ
うに入力６ビットのデータ（０～６３を示す）に対して
同一の値を出力するように制御している。図９に示すよ
うに１ビットモードの場合は、このγテーブルではR
[5]、G[5]、B[5]のみが１の場合にはγテーブルにて出
力を６３とし、R[5]、G[5]、B[5]が０の時には０とし
て、変換する。すなわち、γテーブルへの入力値に対
し、出力値が図９に示すようにR=６３または０、G=６３
または０、B=６３または０となるように変換し、変換後
の出力画像データを信号電極駆動回路１０８に送ってい
る。
【００１９】信号電極駆動回路１０８ではγテーブル１
０６から供給された画像データ値に基づいて、１ライン
分のデータがそろった時点で各々の選択した電圧値を液
晶パネル１０９を構成する画素への信号値を印加する。
走査電極駆動回路１０７では信号電極駆動回路１０８
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で、１ライン分のデータが揃い、液晶パネル１０９に信
号値を印加した後、走査信号を液晶パネル１０９に印加
し、液晶パネル１０９を構成する画素への書き込みを実
行し、順次１ラインづつ、データがそろう毎に走査電極
駆動回路１０７から液晶パネル１０９の画素への走査信
号出力を行い、液晶パネル１０９への画像データ表示を
実現している。
【００２０】以上、同様にして２フレーム目以降の画像
データも液晶パネル１０９へデータ供給を行い、画像デ
ータ表示を実現している。
【００２１】
【発明が解決しようとする課題】図２に示すような従来
の液晶表示装置の方式では１フレーム周期に１フレーム
分の１ビット画像データしか液晶パネルに転送すること
ができないため、毎フレーム毎に液晶表示装置に１ビッ
ト画像データを転送する必要があった。本発明は、数フ
レーム分の低階調画像データを１フレーム周期に転送可
能とし、転送していない残りの数フレーム期間の間は本
体側の処理から液晶パネルの駆動制御を分離することが
できるため、本体処理性能を別処理に割り当てることが
可能となる液晶表示装置を提供することを目的とする。
【００２２】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決する本発
明の液晶表示装置は、走査電極および信号電極がマトリ
ックス状に形成された液晶表示パネルと、前記走査電極
を駆動する走査電極駆動回路群と、前記信号電極を駆動
する信号電極駆動回路群と、各電極駆動回路群にデータ
信号を供給する信号処理回路とを具備する液晶表示装置
であって、前記信号処理回路が、画像データを取り込む
画像データ取り込み制御回路と、前記画像データ取り込
み制御回路により取り込まれた画像データを保持するＭ
×Ｎ画素Ｌビット（Ｍ、Ｎ、Ｌ；正数）で構成される画
像データメモリと、前記画像データメモリからＭ×Ｎ画
素Ｋビットの画像データ（１≦Ｋ≦Ｌ）を選択抽出し、
Ｍ×Ｎ画素Ｋビットの画像データとして出力する画像デ
ータ抽出回路と、前記画像データ抽出回路から出力され
た前記Ｍ×Ｎ画素Ｋビットの画像データを基に、任意の
Ｌビットからなる信号電極駆動信号を生成し、前記信号
電極駆動回路群に供給するγテーブルとから構成される
ことを特徴とする。
【００２３】
【発明の実施の形態】図１は本実施の形態の液晶表示装
置を示す模式的なブロック図である。
【００２４】この液晶表示装置は、走査電極および信号
電極がマトリクッス状に形成された液晶パネル９と、液
晶パネル９の走査信号線を駆動する走査電極駆動回路７
と、液晶パネル９の信号電極を駆動する信号電極駆動回
路８と、各電極駆動回路にデータ信号を供給する信号処
理回路１とから構成される。
【００２５】そして、この信号処理回路１は、画像メモ
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リ３と、画像データ抽出回路４と、γテーブル６と、画
像メモリ３からの画像データを画像データ抽出回路４へ
転送するバス１７と、画像データ抽出回路４からγテー
ブル６に転送するバス１８と、画像データ取り込み制御
回路２と、画像データ取り込み制御信号を画像データ取
り込み制御回路２に供給する入力制御バス１１と、１ビ
ットモード動作切り替え制御入力端子１９と、画像信号
入力バス１０と、画像データ取り込み制御回路２からの
制御信号を信号電極・走査電極駆動制御回路５へ供給す
る制御バス１６と、画像データ取り込み制御回路２から
の制御信号を画像データ抽出回路４へ転送する制御バス
２０と、信号電極・走査電極駆動制御回路５とを備えて
いる。
【００２６】また、γテーブル６と信号電極駆動回路８
とは信号バス１２で接続され、信号電極・走査電極駆動
制御回路５と信号電極駆動回路８とは制御バス１３で接
続され、信号電極・走査電極駆動制御回路５と走査電極
駆動回路７とは制御バス１４で接続されている。
【００２７】図３および図４は液晶表示装置の入力信号
および信号電極駆動回路および走査電極駆動回路へ供給
される制御信号のタイミングチャート図である。
【００２８】３０は１ビットモード動作切り替え信号、
３１はフレーム周期の入力制御同期信号、３２はＲＧＢ
フォーマット画像データ信号、３３は画像データ有効領
域指定信号を示している。３４は信号電極・走査電極駆
動制御回路で使用される液晶パネルへ表示する際のフレ
ーム周期の制御同期信号、３５はγテーブル６から画像
信号駆動回路８へ供給される画像信号を示している。
【００２９】３６は第一のフレーム周期、３７は第二の
フレーム周期、３８は第三のフレーム周期、３９は第四
のフレーム周期、４０は第五のフレーム周期、４１は第
六のフレーム周期を示している。図３は本実施の形態で
の２値データ圧縮格納時の動作を示しており、１ビット
モード動作切り替え制御入力端子１９からの入力信号１
ビットモード動作切り替え信号３０がオンとなっている
状態を示している。図４は１ビットモード動作切り替え
信号３０がオフとなっている状態を示しており、２値デ
ータ通常格納時の動作を示している。
【００３０】以下、１ビットモード動作切り替え信号３
０がオフの場合は従来例と同様の動作となるので、ここ
では１ビットモード動作切り替え信号３０がオンの場合
の動作を説明する。
【００３１】図７は上記１ビットモード動作切り替え信
号３０がオンの場合の液晶表示装置に供給される画像信
号RGBのフォーマットを示している。本実施の形態での
液晶表示装置ではRGB各々の６ビット、トータル１８ビ
ットの画像信号を入力信号としている。R[5]～R[0]の添
え字の数値は入力バスのビット位置を示しており、１８
ビットで１画素の信号を形成している。RR１は画素Rの
１フレーム目の画素値を示し、RR2は画素Rの２フレーム
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目の画素値を示している。以下、順次、RGBの３～６フ
レーム目の画素値がRR3～RR6、GG3～GG6、BB3～BB6で示
されている。
【００３２】このように構成される本実施の形態の液晶
表示装置において、画像表示を行う場合の動作をタイミ
ングチャート図３と画像データのフォーマット図７とブ
ロック構成図１を用いて１ビットモード動作時の動作に
ついて、動作説明する。
【００３３】１ビットモードと６ビットモードの切り替
えは制御信号もしくは信号処理回路１内にモード切替レ
ジスタを設けることにより実現している。
【００３４】以下、６ビット、１ビットモード間では供
給する画像データ以外は同一なので、１ビットモードで
の動作で、なおかつ１ビットモード動作切り替え信号３
０をオンにした場合の動作を中心に説明する。
【００３５】まず、３６で示される第一のフレーム周期
では制御バス１１を経由して、画素データ取り込み制御
回路２に入力制御同期信号３１と画像データ有効領域指
定信号３３が入力される。同時に、画像信号入力バス１
０を経由して、画像メモリ３に画像データ信号３２が１
フレーム分ずつ順次、供給される。このとき、画像デー
タ有効領域指定信号３３のLow  Levelが示す有効領域デ
ータのみを画像メモリ３に取り込む制御信号が画像デー
タ取り込み制御回路２から画像メモリ３に送られる。画
像メモリ３では１画素あたり図７のフォーマットで示さ
れるRGB６フレーム分のデータを第１フレームの書き込
み周期時に書き込みを行う。このあと第２～第６フレー
ム周期ではデータ書き込みを行わない。
【００３６】第１フレームの書き込み周期時に画像メモ
リ３に格納された１フレーム分の画像データは入力制御
同期信号３１を基に信号電極・走査電極駆動回路５にて
生成された内部制御同期信号３３を基に画像データ抽出
回路４にて第１フレームの画像データを抽出し、信号バ
ス１８を経由してγテーブル６に供給される。γテーブ
ル６では入力画像データを基に図９に示すようにデータ
変換を行い、変換データを画像データとして信号バス１
２を経由して信号電極駆動回路８へ供給する。
【００３７】第２フレーム目の入力制御信号３１が入力
されると、画像データ抽出回路４にて第２フレームの画
像データを抽出し、信号バス１８を経由してγテーブル
６に供給される。γテーブル６では入力画像データを基
に図９に示すようにデータ変換を行い、変換データを画
像データとして信号バス１２を経由して、信号電極駆動
回路８へ供給する。
【００３８】以下、順次第６フレームまでの画像データ
を順次抽出し、信号バス１２を経由して信号電極駆動回
路８へ供給する。
【００３９】信号電極駆動回路８ではγテーブル６から
供給された画像データ値に基づいて、１ライン分のデー
タがそろった時点で各々の選択した電圧値を液晶パネル
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９を構成する画素への信号値として印加する。走査電極
駆動回路７では信号電極駆動回路８で、１ライン分のデ
ータが揃い、液晶パネル９に信号値を印加した後、走査
信号を液晶パネル９に印加し、液晶パネル９を構成する
画素への書き込みを実行し、順次１ラインづつ、データ
がそろう毎に走査信号出力を行い、液晶パネル９への画
像データ表示を実現している。
【００４０】以上、同様にして７フレーム目以降の画像
データも６フレーム分のデータを一度に液晶パネル９へ
データ供給を行い、画像データ表示を実現している。
【００４１】このようにして第２フレームから第６フレ
ームの間は液晶表示装置へのデータ書き込みを行わなく
ても画像表示を実現することが可能となる。
【００４２】なお、本実施の形態では、６ビットモード
と１ビットモードの切り替えにより、１ビットモード時
に６フレーム分の１ビット画像データを保持することを
前提に説明を行ったが、入力データに対して、低階調の
データを表示するのであれば、入力バスの構成をRGB各
々６ビットに限定し、１ビットモード時に６フレームを
保持する構成でなくてもかまわない。
【００４３】
【発明の効果】本発明の液晶表示装置によれば、数フレ
ーム分の低階調ビットの画像データを１フレーム周期に
転送可能となり、転送していない残りの数フレーム期間
の間は液晶パネルの接続本体側の処理から液晶パネルの
駆動制御を分離することができるため、処理性能を別処
理に割り当てることを可能となり、全体としてシステム
性能を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施の形態における液晶パネルの画像表示装
置のブロック構成図
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【図２】従来例における液晶パネルの画像表示装置のブ
ロック構成図
【図３】本実施の形態における画像表示装置の動作タイ
ミングチャート
【図４】本実施の形態における画像表示装置の動作タイ
ミングチャート
【図５】従来例における画像表示装置の動作タイミング
チャート
【図６】従来例における入力画像データのフォーマット
を示す図
【図７】本実施の形態における入力画像データのフォー
マットを示す図
【図８】従来例におけるγテーブルを示す図
【図９】本実施の形態におけるγテーブルを示す図
【符号の説明】
１  信号処理回路
２  画像データ取り込み制御回路
３  画像メモリ
４  画像データ抽出回路
５  信号電極・走査電極駆動制御回路
６  γテーブル
７  走査電極駆動回路
８  信号電極駆動回路
９  液晶パネル
１０  画像信号入力バス
１１  入力制御バス
１２、１８  信号バス
１３、１４、１６、２０  制御バス
１７  バス
１９  １ビットモード動作切り替え制御入力端子

【図１】
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